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　平成26年３月定例議会が、３月６日から20日まで開かれました。平成26年度当初予算（一般会計ほ
か11会計）、平成25年度補正予算（５会計）、条例など12件、人事案件１件、議員発議２件の合計32
議案と１件の陳情審査が行われました。その結果、32議案は、すべて原案のとおり可決されました。

　一般会計当初予算は、光ファイバー伝送路事業が終了し、前年度比３億３百万円、4％減の72億600
万円の「簡素・効率」予算となりました。
　歳入では、町の借金である「町債」が、前年度比△5億880万円、△60％と大幅ダウンし、借金依存
財政からの脱却の方針が貫かれています。歳出では、過去の町債の償還に充てられる「公債費」が、前
年度比△9,000万円、△8％と、借金返済が順調にすすめられています。

72億600万円
歳 出
一般会計

民生費
32.3％

総務費
12.2％公債費

（借金返済）
13.7％

土木費
12.3％

衛生費
8.2％

教育費
8.6％

議会費 1.5％

消防費 3.9％
農林水産業費

6.4％

予備費 0.2％

商工費 0.7％ 前
年
度
比
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残
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3,001
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3,120

町全体の借金残高 町全体の基金残高 一般会計 公債費（借金返済） 一般会計　町債（借金）

町税 18.4％

諸収入 2.6％

町債 4.8％
（借金）　　　

国庫支出金
9.7％

県支出金
8.3％

地方交付税
49.0％

72億600万円
歳 入
一般会計

譲与税・交付金
3.7％

その他
0.9％

繰越金
1.1％
分担金
負担金
1.5％

依
存

財

源　75.5％

自主財源　24.5％

※単位は百万円
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可決可決可決「簡素・効 率」予算を平成26年度
一 般 会 計当

初

【
反
対
討
論
】

�

長
谷
川
昭
二

　
人
権
侵
害
な
ど
を
誘

発
す
る
国
民
背
番
号
制

導
入
シ
ス
テ
ム
の
委
託

料
、
不
必
要
な
大
型
公

共
事
業
の
推
進
で
あ
る

山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄

道
整
備
推
進
負
担
金
、

調
理
従
事
者
を
低
い
雇

用
待
遇
に
追
い
や
る
学

校
給
食
調
理
部
門
の
民

営
化
予
算
、
必
要
性
に

欠
け
る
人
権
相
談
員
の

常
設
な
ど
の
予
算
計
上

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
反

対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】

�
浜
本
武
代

　
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
基
本
目
標
に
沿
っ

て
、
次
世
代
が
夢
と
希

望
が
も
て
る
農
業
を
目

指
し
、
特
産
品
や
遊
休

農
地
の
解
消
、
町
民
の

健
康
維
持
に
各
種
検
診

や
歯
の
検
診
へ
の
受
診

率
の
向
上
、
消
費
税
対

策
の
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
」、
遠
距
離
通
学
の

児
童
へ
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
購
入
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
お
礼
の
品
を
増
や

す
な
ど
町
民
の
幸
せ
に

向
け
て
の
予
算
と
な
っ

て
い
る
。

【
反
対
議
員
】

長
谷
川

【
賛
成
議
員
】

浜
本
・
田
中
・
池
田

山
下
・
前
田
・
森
本

宮
本
・
町
田
・
斉
尾

阪
本
・
油
本
・
飯
田

津
川

予
算
案
に
賛
否
あ
り

可
決
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質 疑 あ れこれ

　
　
　飯
田

　正
征

　
無
償
譲
渡
に
伴
う
北
条
文
化
会
館
の
エ

ア
コ
ン
代
金
は
、
そ
こ
ま
で
必
要
か
。

　
　
　杉
本
生
涯
学
習
課
長

　
撤
去
費
や
ダ
ク
ト
修
繕
な
ど
も
含
ん
だ

金
額
だ
が
、
必
要
最
小
限
の
も
の
で
実
施

す
る
。

　
　
　前
田

　栄
治

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
費
は
、
今
後
、
調

理
部
門
以
外
も
含
ん
だ
委
託
を
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　西
村
教
育
総
務
課
長

　
国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、「
献
立
」
の

作
成
は
民
間
委
託
で
き
な
い
の
で
、
一
括

で
の
委
託
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　津
川

　俊
仁

　
声
の
広
報
は
、
と
て
も
よ
い
事
例
な
の

で
、
も
っ
と
予
算
を
つ
け
て
広
く
宣
伝
を

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　鎌
田
福
祉
課
長

　
こ
れ
は
毎
月
の
広
報
紙
を
声
で
録
音
し

て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
聞
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
も
の
。
今
後
積
極
的
に
す
す
め

て
い
く
。

　
　
　池
田

　捷
昭

　
中
央
公
民
館
は
高
齢
者
の
方
の
利
用
が

多
い
。
１
階
に
テ
ー
ブ
ル
席
の
会
議
室
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　杉
本
生
涯
学
習
課
長

　
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　宮
本

　幸
美

　
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
は
、
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
の
に
ク
ラ
ブ
数
が
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　鎌
田
福
祉
課
長

　
63
自
治
会
中
、
29
自
治
会
し
か
な
い
状

況
。
役
員
の
負
担
感
が
あ
り
な
か
な
か
増

え
な
い
。
負
担
の
少
な
い
高
齢
者
サ
ー
ク

ル
を
紹
介
し
て
、孤
立
防
止
に
務
め
て
い
る
。

問答問答問答

問答問答

声の広報の編集風景

「簡素・効 率」予算を



平成26年度一般会計予算に盛り込まれた事業を取り上げました。

！！より
住みよいまちに

新たな注目事業はこれだ
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遠距離に該当する東新田場・西新田場・曲自治会
の全学年児童および江北浜・米里自治会の１・
２年生の通学について、スクールバス（29
人乗り中型バス）を導入・運行します。

北条小学校にスクールバス導入� 1,063万円

町道について、自治会やPTA要望及び損傷
報告や道路巡視により、計画的に補修・

修繕を行います。
「ふるさと納税」を増やすため、品数も

増えた新しいお礼カタログの印刷
やクレジットでも納付出来る

ようにします。

道路維持管理・新設改良
� １億1,962万円

ふるさと北栄町基金�220万円

賛
否
あ
り
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住宅の改修や修繕を町内事業者により実施
した場合は、工事費10万円以上の場合

のみ、経費の１割で上限10万円ま
でが補助支給になります。

住宅リフォーム支援補助金�700万円

お試し住宅・地域おこし協力隊
� 1,734万円 中央団地、六尾北団地は譲渡処分、向山団地は廃止、

由良宿団地は建替の方針を決定。
向山団地入居者、中央団地入居者で民間

住宅への入居を希望される方に移転
費補助、家賃補助を行います。

町営住宅用途廃止（譲渡・廃止）
� 57万円　

農業委員会がモデル的に遊休農地を解消し
耕作することにより、遊休農地の解消

と適切利用の啓発を行います。

都市にお住いの方を「地域おこし協力隊」
として委嘱し、町に住んでもらった

うえで、地域おこし活動を行っ
ていただきます。

農 地 適 切 利 用 啓 発
� 11万円

　①
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　②
介
護
保
険
特
別
会
計

　③
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　④
下
水
道
特
別
会
計

　⑤
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

　⑥
合
併
処
理
浄
化
槽
特
別
会
計

浜
本
・
田
中
・
池
田

山
下
・
前
田
・
森
本

宮
本
・
町
田
・
斉
尾

阪
本
・
油
本
・
飯
田

津
川

長
谷
川

① 

　被
保
険
者
の
負
担
能
力
を
超
え
た
保

険
料
で
あ
り
、
さ
ら
に
負
担
軽
減
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

② 

　厳
し
い
生
活
の
中
、
被
保
険
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
施
策
が
不
十
分
で
あ
る

③ 

　高
齢
者
を
差
別
し
、
際
限
の
な
い
負

担
増
を
お
し
つ
け
る
、
こ
の
医
療
制
度

の
廃
止
を
求
め
る
。

④ 

　引
き
上
げ
た
使
用
料
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
予
算
で
あ
る
。

⑤ 

　④
と
同
じ

⑥

　

 

④
と
同
じ

賛
成
議
員

反
対
議
員

反
対
討
論
　長
谷
川
　昭
二

可
決

平
成
26
年
度
特
別
会
計
予
算



３　　月
定例議会議 案 審 議 結 果
平
成
26
年
度
　当
初
予
算

▶一般会計� （72億６百万円） 賛成13：反対1
▶国民健康保険特別会計� （19億2,749万円） 賛成13：反対1
▶介護保険特別会計� （16億2,439万円） 賛成13：反対1
▶住宅新築資金等貸付特別会計� （883万円） 全会一致
▶下水道特別会計� （12億6,012万円） 賛成13：反対1
▶農業集落排水特別会計� （1,754万円） 賛成13：反対1
▶風力発電特別会計� （５億3,746万円） 全会一致
▶栄財産区特別会計� （54万円） 全会一致
▶合併処理浄化槽特別会計� （686万円） 賛成13：反対1
▶大栄歴史民俗学習館特別会計� （5,101万円） 全会一致
▶後期高齢者医療特別会計� （１億5,026万円） 賛成13：反対1
▶水道会計� ※支出ベース（４億8,515万円） 全会一致

条
　例

▶ケーブルテレビ施設基金条例を廃止する条例� （基金廃止） 全会一致
▶空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例� （空き家対策） 賛成13：反対1
▶町長等の給料の特例に関する条例の一部改正� （報酬減額） 全会一致
▶職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正� （手当支給） 全会一致
▶税条例の一部改正� （地方税法改正によるもの） 全会一致
▶国民健康保険税条例の一部改正� （地方税法改正によるもの） 全会一致
▶法定外公共物管理条例の一部改正� （消費税法改正によるもの） 全会一致
▶道路占用料徴収条例の一部改正� （消費税法改正によるもの） 全会一致
▶公共下水道条例等の一部改正� （国の標準条例見直しに伴うもの） 全会一致
▶水道事業給水条例の一部改正� （消費税法改正によるもの） 賛成13：反対1
▶非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例の一部改正� （法律準拠） 全会一致

平
成
25
年
度
　補
正
予
算

▶一般会計（第５号）� （プレミアム商品券補助300万等） 全会一致
▶介護保険特別会計（第２号）� （システム改修60万円） 全会一致
▶下水道特別会計（第５号）� （事業確定等▲635万円） 全会一致
▶風力発電特別会計（第２号）� （修繕費等964万円） 全会一致
▶栄財産区特別会計（第１号）� （基金積立17万円） 全会一致

そ
の
他

▶工事請負契約の締結について� （庁舎等空調設備改修工事　機械設備） 全会一致
▶まちづくりビジョンの変更について� （施策の追加・修正） 全会一致
▶副町長の選任につき同意を求めることについて 全会一致

発議第１号 　議員報酬の特例に関する条例の一部改正　全会一致

★地方交付税の減額など町の財政状況を考えれば、議会も財政負担を軽減する必要がある。
　①議員報酬月額を３％減額する。（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）

発議第２号 　鳥取空港の愛称を「鳥取砂丘コナン空港」とすることを求める決議　全会一致

★�鳥取空港の愛称が「鳥取砂丘コナン空港」となれば、国内外からの鳥取県や青山剛昌ふるさと館への観光客増加が
期待できる。北栄町議会は鳥取空港の愛称を「鳥取砂丘コナン空港」とすることの早期実現を強力に推進するもの
である。
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津
川

　俊
仁

　消
費
税
の
増
税
対
策
と
し

て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
は
、
早
急
な
施
策
が
大

切
で
は
な
い
か
。

　
　
　
手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
商
工
会
と
し
て
は
５
月

中
・
下
旬
の
発
行
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
一
日
も
早

い
対
応
を
促
し
て
い
く
。

　
　
　
田
中

　精
一

　風
力
発
電
事
業
の
修
繕
費

は
、
年
度
内
の
執
行
分
か
。

　
　
　
飯
田
地
域
整
備
課
長

　
年
度
内
の
修
繕
代
（
モ
ー

タ
ー
な
ど
）
と
し
て
支
払
う

も
の
。

問答問答
補
正
予
算

陳情件名 陳情者名 採決 委員会の意見

特定秘密の保護に関する法律の
廃止または抜本的改正を求める
意見書提出の陳情

鳥取県・中部九条の会
代表　高多彬臣

採　択
全会一致

本法律は国益を守るため必要ではあるが、
独立したチェック機関の設置など、国民の
疑念払拭のために、国において更なる議論
が必要である。
→政府・国会に意見書の提出

北条川放水路に関する特別委員会（第１回中間報告）
　委員会として、３月11日に開催された地元（弓原浜自治会）と県・町とのやりとりを踏まえ、今後十分に検証し、地元要
望が早期に実現されるよう引き続き取り組んでいく。特に予算措置が伴うものについては、具体的に検証していくことなど
の活動方針を決定した。

陳 情 審 査 結 果

賛
否
あ
り

　
　
　
　
　

長
谷
川

　昭
二

　目
的
に
は
賛
同
す
る
が
、
罰

則
を
課
す
こ
と
に
は
反
対
。
行

政
代
執
行
が
行
わ
れ
た
場
合

は
、
徴
収
出
来
な
い
場
合
も
発

生
す
る
。
危
険
家
屋
の
撤
去
が

促
進
で
き
る
支
援
と
併
せ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

反
対
討
論

可
決

空
き
家
等
の
適
正

管
理
及
び
有
効
活

用
条
例
の
制
定

長
谷
川
反
対
議
員

浜

　本
・
田

　中
・
池

　田
・
山

　下

前

　田
・
森

　本
・
宮

　本
・
町

　田

斉

　尾
・
阪

　本
・
油

　本
・
飯

　田

津

　川
賛
成
議
員

　
　
　
　
　

長
谷
川

　昭
二

　消
費
税
増
税
に
伴
う
改
正
だ

が
、
平
均
給
与
が
減
少
し
て
い

る
中
で
の
増
税
は
、
暮
ら
し
に

も
地
域
経
済
に
も
打
撃
を
与
え

る
。
一
般
会
計
か
ら
、
増
税
分

の
補
填
を
行
い
、
町
民
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

可
決

水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
改
正

長
谷
川
反
対
議
員

浜

　本
・
田

　中
・
池

　田
・
山

　下

前

　田
・
森

　本
・
宮

　本
・
町

　田

斉

　尾
・
阪

　本
・
油

　本
・
飯

　田

津

　川
賛
成
議
員

質 疑 あ れこれ
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質問者 質　　問　　事　　項 質問の相手

飯田　正征

土曜日授業について 町長・教育委員長

ふるさと納税について 町　　　長

少子化対策について 町　　　長

津川　俊仁
由良宿団地の建て替えについて 町　　　長

子ども達の携帯電話等の利用状況と指導方針について 教育委員長

阪本　和俊
由良川以西の保安林の保護と対策について 町　　　長

町長の政治姿勢と職員に対する指示命令系統について 町　　　長

斉尾　智弘

遊休農地の管理条例（仮称）制定について 町　　　長

寡婦控除について 町　　　長

新築住宅の固定資産税減免について 町　　　長

学校のいじめ予防出前授業について 町長・教育委員長

森本真理子

女性と若者にやりがいと魅力のある農業を目指して 町長・農業委員会長

農業者婚活事業について 町長・農業委員会長

コナン通りについて 町　　　長

宮本　幸美
農業担い手の育成について(地域サポートを） 町　　　長

町づくりと災害時の避難場所について 町　　　長

長谷川昭二

生活交通の改善について 町　　　長

農業振興計画について 町長・農業委員会長

住宅リフォーム助成制度について 町　　　長

町田　貴子 保育料無料化について 町　　　長

田中　精一
大栄中学校の水泳プールについて 町長・教育委員長

山陰道・北条道路の早期事業再開について 町　　　長

池田　捷昭

北条放水路建設に伴う地盤沈下について 町　　　長

北条砂丘地振興について 町　　　長

町長の政治姿勢について 町　　　長

山下　昭夫 山陰自動車道路インターの取付場所と旧運転免許試験場跡地の有効利用について 町　　　長

油本　朋也 続・交通安全対策について 町長・教育委員長

浜本　武代 協働のまちづくりについて 町　　　長

ここを う問町
政

町
政
こ
こ
を
問
う

３月定例議会では、13人の議員が
28問の一般質問を行いました。
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答「
適
用
す
る
方
向
で
検
討
」

寡
婦
控
除

み
な
し
適
用
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
寡
婦
控
除

は
、
法
律

婚
を
経
た
配
偶
者
と
死

別
、
離
婚
し
た
人
を
対
象

に
所
得
税
な
ど
を
控
除
す

る
も
の
。
と
こ
ろ
が
、
未

婚
で
母
子
（
父
子
）
家
庭

に
な
っ
た
人
に
は
適
応
さ

れ
て
い
な
い
。
民
法
上
の

格
差
是
正
は
行
わ
れ
た

が
、
保
育
料
の
算
定
な
ど

に
関
わ
る
所
得
税
法
や
地

方
税
法
で
の
措
置
の
見
直

し
は
で
き
て
い
な
い
。
こ

れ
は
「
み
な
し
適
用
」
す

べ
き
で
あ
る
。

斉
尾

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
横
ば
い
で

あ
る
本
町

の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を

増
や
す
た
め
に
（
県
内
に

は
前
年
の
倍
以
上
に
な
っ

て
い
る
自
治
体
が
多
い
）

次
の
こ
と
を
考
え
て
み
て

は
。

〇 

農
産
物
を
中
心
に
お
礼

の
記
念
品
の
種
類
や
組

み
合
わ
せ
を
増
や
す
。

〇 

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途

を
分
か
り
や
す
く
示
す
。

〇 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
払
い
込
み
、
民
間
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
）
の
活

用
。

飯
田

　
　
　
　
　
　
納
税
の
お
礼

の
品
を
４
品

か
ら
33
品
に
し
、
ま
た
納
税

額
に
よ
っ
て
４
つ
の
コ
ー
ス

か
ら
選
択
出
来
る
な
ど
大
幅

に
見
直
し
、
26
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。
６
月
か
ら
は

ネ
ッ
ト
上
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
も
可
能
に
な
り
、
寄
付
件

数
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
。
今
後
も
随
時
見
直
し
な

が
ら
、
貴
重
な
自
主
財
源
で

あ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
寡
婦
控
除
の

意
味
は
、「
母

子
家
庭
が
少
し
で
も
豊
か
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
未

婚
の
母
子
家
庭
に
適
用
さ
れ

な
い
の
は
不
合
理
だ
と
思

う
。「
み
な
し
適
用
」
を
本

町
で
も
行
っ
て
い
く
方
向
で

検
討
し
た
い
。

町
長

飯田　正征

斉尾　智弘

議会だより北栄 32号
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ふるさと納税

答「クレジット決済の導入」
増やすために



町
政
こ
こ
を
問
う

砂
丘
地
の
保
安
林

　
　
　
　
　
　
新
築
住
宅

の
場
合
、

地
方
税
法
の
規
定
に
よ

り
、
床
面
積
１
２
０
平
方

㍍
ま
で
の
固
定
資
産
税
が

２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
る

が
、
減
額
さ
れ
な
い
残
り

２
分
の
１
を
町
独
自
の
制

度
を
作
り
免
除
し
て
は
ど

う
か
。

　
効
果
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｊ

Ｕ
タ
ー
ン
の
定
住
対
策
と

地
元
業
者
へ
の
発
注
に
限

定
す
れ
ば
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。

斉
尾

管
理
怠
慢
で
消
滅
寸
前

答「
生
産
部
会
が
薬
剤
散
布
に
反
対
」

　
　
　
　
　
　
由
良
川
以

西
の
砂
丘

地
保
安
林
は
、
国
が
指
定

し
た
森
林
で
、
そ
の
管
理

は
鳥
取
県
か
ら
北
栄
町
に

委
託
さ
れ
て
い
る
。町
は
、

枯
死
木
の
伐
倒
駆
除
し
か

対
応
せ
ず
、
肝
心
の
防
除

を
怠
り
、
こ
れ
で
は
保
安

林
は
消
滅
寸
前
で
あ
る
。

こ
の
た
め
農
作
物
は
、
季

節
風
に
よ
る
飛
砂
被
害
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。
管

理
者
で
あ
る
町
長
の
結
果

責
任
は
、
免
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

阪
本

斉尾　智弘

阪本　和俊

　
　
　
　
　
　
町
の
管
理
部

分
は
、
松
く

い
虫
被
害
拡
散
防
止
の
た

め
、
伐
倒
駆
除
と
、
そ
の
跡

地
に
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
苗
を

植
栽
し
、
保
安
林
を
復
元
し

て
い
る
。
妻
波
保
安
林
組
合

の
管
理
部
分
に
は
、
伐
倒
駆

除
と
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
苗
の

無
料
配
布
を
行
う
が
、
引
き

続
き
「
自
主
管
理
」
を
お
願

い
し
た
い
。
空
中
・
地
上
薬

剤
散
布
は
、
地
元
の
長
芋
生

産
部
会
が
反
対
し
て
お
り
、

実
施
で
き
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
定
住
対
策
、

ま
た
地
域
経

済
の
活
性
化
が
促
進
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
か
ど

う
か
考
え
て
み
た
い
。

町
長

　
管
理
者
と
し
て
、
必
要
な

対
策
を
実
施
し
て
お
り
、
管

理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は

な
い
。

国道９号妻波海岸付近
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政策

新築住宅の減免

答「できるかどうか考えてみたい」
独自制度で免除

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
砂
丘
は
農
業

の
１
次
産
業
、

６
次
産
業
、白
砂
青
松
、オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
が
点
と
し

て
発
展
し
て
い
る
が
、
こ
れ

に
す
い
か
・
な
が
い
も
健
康

マ
ラ
ソ
ン
や
空
き
家
利
用
な

ど
を
含
め
、
線
へ
、
さ
ら
に

町
長

北
条
砂
丘
地
振
興

答「
活
性
化
に
取
り
組
む
」

魅
力
あ
る
全
体
構
成
で

面
へ
と
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
活
性
化
プ
ラ
ン
実
施
中
で

あ
る
。
垣
根
く
ら
い
の
高
さ

の
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
を
試
験

栽
培
中
で
、
取
り
組
み
た
い

生
産
者
が
あ
れ
ば
支
援
し
た

い
。

　
　
　
　
　
　
コ
ナ
ン
通

り
か
ら
遊

休
農
地
が
見
え
景
観
が
悪

い
。
よ
り
一
層
コ
ナ
ン
通

り
の
魅
力
を
増
す
た
め
、

土
地
所
有
者
か
ら
許
可
を

得
て
、
定
期
的
に
除
草
作

業
を
し
て
は
ど
う
か
。

森
本

　
　
　
　
　
　
中
部
は
自

然
豊
か
で
、

農
業
と
観
光
を
活
か
し
た

「
魅
力
あ
る
文
化
都
市
構

想
」
を
目
指
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
道
の
駅
隣
に
プ
ラ

ン
ト
進
出
と
合
わ
せ
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
白

砂
青
松
、
農
業
一
次
産
品
、

６
次
産
業
を
捉
え
た
魅
力

あ
る
全
体
構
成
で
滞
留
人

口
を
増
や
し
、
空
き
家
も

活
用
し
た
移
住
に
つ
な
げ

る
全
体
構
想
は
。

池
田

コナン通り

答「自己責任で」
遊休農地の除草

森本　真理子

池田　捷昭

　
　
　
　
　
　
所
有
者
の
許

可
を
得
て
定

期
的
な
除
草
作
業
と
い
う
こ

と
は
、
す
べ
て
の
遊
休
農
地

の
除
草
作
業
と
い
う
こ
と
に

な
り
か
ね
る
の
で
、
や
は
り

自
己
責
任
を
全
う
し
て
頂
き

た
い
。

町
長

山菜の里から日本海を望む
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町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
１
月
に
知

事
を
迎
え
、

「
伸
び
の
び
ト
ー
ク
ｉ
ｎ

北
栄
」
が
開
催
さ
れ
、
介

護
予
防
と
農
業
振
興
の
重

要
課
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　
町
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
県
下
へ
の
推
進
要

請
も
あ
っ
た
。
有
意
義
な

内
容
で
あ
り
、
町
民
へ
の

特
別
番
組
を
作
成
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
「
健
康
ほ

く
え
い
計
画
」
や
「
六
尾

自
治
会
の
健
康
づ
く
り
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
町
民
と
共
有

し
て
は
ど
う
か
。

浜
本

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

「
伸
び
の
び
ト
ー
ク
」を
特
番
で

答「
Ｔ
Ｃ
Ｃ
へ
提
案
」

浜本　武代

　
　
　
　
　
　「
こ
け
な
い

体
操
」
に
よ

る
介
護
予
防
や
農
業
の
課
題

解
決
へ
の
特
集
番
組
を
他
町

と
も
相
談
し
、
Ｔ
Ｃ
Ｃ
へ
提

案
し
て
み
た
い
。

　
町
の
情
報
の
共
有
は
大
切

で
あ
り
、
健
康
推
進
員
会
や

食
生
活
改
善
推
進
員
の
研
修

の
機
会
に
周
知
を
図
っ
て
い

る
。 町

長

　
　
　
　
　
　
多
く
の
町

民
は
保
育

料
の
無
料
化
を
望
ん
で
い

る
。
県
の
中
山
間
地
域
市

町
村
保
育
料
等
事
業
を
つ

か
っ
て
町
の
保
育
料
を
無

料
に
で
き
な
い
か
。

　
少
子
化
対
策
に
も
最
良

な
方
法
で
あ
る
と
思
う
が
。

町
田

　
　
　
　
　
　
本
町
の
場
合

は
、
栄
地
区

の
み
事
業
制
度
の
適
用
と
な

る
。
他
地
域
は
一
般
財
源
の

充
当
と
な
り
約
８
千
万
円
が

必
要
と
な
る
。
本
町
の
保
育

料
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
の

幼
保
一
元
化
に
伴
い
、
保
育

料
の
引
き
下
げ
を
行
い
、
中

部
で
三
朝
町
に
つ
い
で
安

く
、
年
齢
層
に
よ
っ
て
は
一

番
安
い
。

町
長

町田　貴子

東園浜自治会にて
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保育料無料化

答「県補助は中山間地が対象」
保護者の負担軽減

　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
度

か
ら
取
組
ん

で
い
る
「
環
境
事
業
」
は
、

既
定
の
事
業
内
容
、事
業
量
、

予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し
て

お
り
、「
以
前
に
も
ま
し
て

取
り
組
む
」と
い
う
指
摘
は
、

当
た
ら
な
い
。

　
今
後
、「
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
見
直
し
で
、
町

民
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、

ま
た
従
来
か
ら
開
催
の
「
地

域
座
談
会
」
で
町
民
の
生
の

声
を
聞
き
、
政
策
・
予
算
に

反
映
し
た
い
。「
住
ん
で
よ

か
っ
た
北
栄
町
」
と
言
わ
れ

る
町
政
運
営
を
し
て
い
き
た

い
。 町

長

　
　
　
　
　
　
現
在
専
門
企

業
に
町
財
政

の
分
析
を
さ
せ
て
い
る
。
北

栄
町
の
在
り
方
を
根
本
的
に

見
直
す
必
要
が
あ
る
。
企
業

的
発
想
を
持
ち
、
職
員
の
意

識
改
革
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
プ
ラ
ン
ト
は
ま
だ
協
議
中

で
あ
る
。
地
権
者
の
多
く
は

プ
ラ
ン
ト
が
撤
退
し
た
時
の

こ
と
を
心
配
し
、
町
が
間
に

入
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た

町
長

賑
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
、
公

共
交
通
結
節
点
と
し
て
の
利

用
は
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
売
場
面
積
約
8
千
平
方

㍍
、
境
港
の
同
店
舗
の
２
分

の
１
程
度
。
パ
ー
ト
や
非
常

勤
と
い
う
形
態
が
多
く
な
る

が
雇
用
も
ふ
え
る
。

　
国
県
の
支
援
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
、
地
元
商
店
の
特

色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
て
み
た
い
。

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
町
長
は
、

昨
年
12
月

定
例
議
会
で
「
今
後
は
議

会
と
よ
く
相
談
を
し
て
い

く
」
と
発
言
を
し
て
お
き

な
が
ら
、
全
く
相
談
す
る

こ
と
な
く
、
常
に
一
方
的

な
説
明
に
終
始
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
以
前
に
も
ま
し

て
「
環
境
政
策
」
に
取
り

組
む
姿
勢
に
は
、
全
く
反

省
が
見
ら
れ
な
い
。
も
っ

と
町
民
生
活
の
実
態
を
検

証
し
、
身
近
な
町
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
と
考

え
る
。

阪
本

　
　
　
　
　
　
10
年
先
を

見
据
え
た

自
治
体
を
ど
の
よ
う
に
導

か
れ
る
の
か
。
平
成
28
年

度
か
ら
地
方
交
付
税
が
段

階
的
に
５
億
７
千
万
円
削

減
さ
れ
る
中
、「
町
民
の

暮
ら
し
を
守
る
べ
き
行
財

政
改
革
」
を
伺
う
。

　
町
が
プ
ラ
ン
ト
を
誘
致

さ
れ
る
そ
の
目
的
、規
模
、

効
果
は
。

池
田

町
長
の
政
治
姿
勢

プ
ラ
ン
ト
誘
致
の
目
的
は

答「
賑
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
」

池田　捷昭

議会だより北栄 32号
2014/5月発行13

政治

阪本　和俊

町長の政治姿勢

答「環境事業は予算内」
一方的な説明姿勢



　
　
　
　
　
　
北
条
道
路
の

早
期
事
業
化

に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機

関
等
に
要
望
し
た
い
。
町
民

各
位
の
熱
い
思
い
や
町
議
会

の
後
押
し
が
実
現
の
早
道
で

あ
り
、
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。

　
要
望
の
❶
❷
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
や
国
会
議
員
に
、

強
力
に
要
望
し
た
い
。
❸

は
、
北
条
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
と
北
条
道
の
駅
が
分
断
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
し
か
も

こ
の
付
近
は
交
通
安
全
対
策

と
し
て
先
行
着
手
が
近
づ
い

て
い
る
の
で
、
早
急
に
要
望

し
た
い
。

町
長

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
乗
車
回
数

一
回
あ
た

り
の
助
成
限
度
額
が

８
０
０
円
で
は
、
乗
車
距

離
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
利
用
負
担
が
お
お
き
く

な
り
、
日
常
的
に
利
用
は

難
し
い
。
住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
し
、
路
線
バ
ス

な
み
の
自
己
負
担
で
利
用

し
や
す
く
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　
公
共
交
通
不

便
地
域
と
し

て
町
内
26
自
治
会
を
対
象
に

利
用
者
の
自
宅
か
ら
最
寄
の

交
通
機
関
の
停
留
所
、
公
共

施
設
、
医
療
機
関
な
ど
町
内

の
定
め
ら
れ
た
拠
点
ま
で
の

タ
ク
シ
ー
利
用
に
つ
い
て
、

８
０
０
円
を
上
限
に
町
が
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
必
要
に
応
じ
て
乗
り
継
ぎ

に
よ
る
路
線
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
・

乗
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用

を
お
願
い
し
た
い
。

町
長

生活交通の改善

答「公共交通と乗り継ぎで」
タクシー助成の増額

長谷川　昭二

　
　
　
　
　
　
山
陰
道
・

北
条
道
路

の
事
業
化
が
、
に
わ
か
に

脚
光
を
浴
び
、
早
期
の
実

現
を
期
待
し
て
い
る
。

　
事
業
化
に
あ
た
り
、
❶

町
内
２
つ
の
道
の
駅
付
近

に
フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
　
❷
国
史
跡
お

台
場
の
土
塁
上
か
ら
、
日

本
海
が
望
め
る
道
路
嵩
に

　
❸
北
条
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
付
近
の
高
架
構
造
を

「
土
盛
り
」
で
は
な
く
「
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
」

と
す
る
よ
う
、
国
や
関
係

機
関
、
県
選
出
の
国
会
議

員
に
要
望
さ
れ
た
い
。

田
中

北
条
道
路

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

答「
関
係
機
関
に
要
望
」

田中　精一

お台場から望む日本海

議会だより北栄 32号
2014/5月発行 14

交通

学
校
へ
の
送
迎

危
険
な
登
下
校

答「
あ
ら
ゆ
る
安
全
対
策
を
」

答「
車
で
の
送
迎
控
え
て
」

　
　
　
　
　
　
大
栄
と
北
条

の
道
の
駅
付

近
に
フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
跡
地
の
未
利
用
地
は
県
立

美
術
館
誘
致
を
中
部
全
体
で

推
進
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
学
校
か
ら
保
護
者
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
乗
り
入
れ
制

限
区
間
を
説
明
し
、
生
徒
に

は
、
全
校
集
会
等
で
乗
り
降

り
の
指
導
を
し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
保

護
者
の
方
々
に
校
門
付
近
の

危
険
な
状
況
を
説
明
し
、
車

で
の
送
迎
を
控
え
る
こ
と
を

お
願
い
し
た
い
。
児
童
生
徒

に
は
よ
り
一
層
徹
底
し
て
交

通
安
全
指
導
し
た
い
。

教
育
委
員
長

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
地
元
自
治
会
、

教
育
委
員
会

か
ら
の
情
報
で
承
知
し
て
い

る
。
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
、
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
車
で
の
送
迎
は
控
え
て

ほ
し
い
。

　
地
域
の
自
治
会
や
警
察
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
事
故
防
止
の
た
め
あ
ら

ゆ
る
交
通
安
全
対
策
を
行
い

た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
道
の
駅
大

栄
に
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を

国
に
要
望
す
る
こ
と
、
ま

た
旧
運
転
免
許
試
験
場
跡

地
の
有
効
利
用
は
。

山
下

　
　
　
　
　
　
大
栄
小
学

校
と
中
学

校
の
間
の
野
球
場
付
近
の

道
路
に
は
、
朝
夕
送
迎
す

る
車
が
停
車
し
、
道
幅
が

狭
く
な
る
と
共
に
子
ど
も

た
ち
の
車
の
乗
り
降
り
の

仕
方
を
め
ぐ
り
、
近
隣
住

民
か
ら
そ
の
危
険
性
を
指

摘
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
自
分
自

身
で
、
安
全
に
登
下
校
で

き
る
よ
う
、
指
導
を
徹
底

し
事
故
を
防
い
で
ほ
し
い
。

油
本

山下　昭夫

油本　朋也

大栄小・中学校入口

議会だより北栄 32号
2014/5月発行15

交通

北条道路

答「インターは必要不可欠」
お台場付近にインター



茶
臼
山

憩
い
と
避
難
場
所

答「
整
備
は
考
え
て
い
な
い
」

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
町
営
由
良

宿
団
地
は

建
て
替
え
の
方
針
が
出
さ

れ
、
現
在
、
新
規
入
居
者

の
募
集
停
止
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
こ
で
、
現
在
の
計
画

の
進
行
状
況
と
入
居
者
へ

の
説
明
状
況
な
ど
今
後
の

進
行
表
を
提
示
さ
れ
た
い
。

津
川

　
　
　
　
　
　
茶
臼
山

（
ち
ゃ
う

す
や
ま
）
は
、
周
辺
に
こ

ど
も
園
、
小
、
中
学
校
が

あ
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
。

　
害
虫
に
よ
る
、
な
ら
枯

れ
が
発
生
し
、
伐
倒
駆
除

が
行
わ
れ
る
こ
の
際
に
、

山
を
憩
い
場
、教
育
の
場
、

さ
ら
に
災
害
時
の
避
難
場

所
へ
整
備
す
る
考
え
は
な

い
か
。

宮
本

　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
度

に
設
計
、
28

年
度
か
ら
32
年
度
に
か
け
て

建
設
す
る
。
26
年
度
中
に
は

由
良
宿
団
地
へ
の
入
居
希
望

の
取
り
ま
と
め
を
行
う
。

　
建
設
の
方
法
は
、
団
地
に

隣
接
す
る
町
民
プ
ー
ル
跡
地

を
利
用
し
て
、
ま
ず
１
棟
を

建
築
。
次
に
、
現
在
の
住
宅

を
撤
去
し
て
、
そ
の
跡
地
に

２
棟
目
を
建
築
す
る
。
現
在

の
入
居
者
に
は
早
々
に
説
明

会
を
開
催
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
茶
臼
山
は
北

条
地
区
の
シ

ン
ボ
ル
だ
が
、
遊
歩
道
は
な

く
町
民
の
方
に
安
全
に
楽
し

め
る
状
況
で
は
な
い
。

　
す
で
に
蜘
ケ
家
山
（
く
も

が
い
や
ま
）
山
菜
の
里
や

レ
ー
ク
サ
イ
ド
大
栄
な
ど
、

同
種
の
憩
い
の
場
が
あ
り
整

備
す
る
必
要
性
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
避
難
場
所
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

な
い
。

町
長

由良宿団地

答「28年度から建設」
建替計画の提示を

津川　俊仁

宮本　幸美

北から望む茶臼山

議会だより北栄 32号
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生活・環境

　
　
　
　
　
　
４
月
か
ら
の

消
費
税
増
税

を
ひ
か
え
、
駆
け
込
み
需
要

の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。
今

後
そ
の
反
動
と
急
激
な
落
ち

込
み
が
予
想
さ
れ
る
。

　
地
方
経
済
の
活
性
化
の
た

め
交
付
金
を
利
用
し
た
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る
。

水
洗
化
利
子
補
助
と
の
併
用

も
で
き
る
の
で
、
活
用
し
て

ほ
し
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
担
当
を
専
任

し
、
職
員
と

建
築
士
が
一
緒
に
な
っ
て
対

応
し
た
い
。
副
町
長
の
ト
ッ

プ
も
考
え
て
み
る
。

　
対
策
委
員
会
の
支
援
費
と

し
て
10
万
円
計
上
し
て
い
る
。

町
長

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
助
成
制
度

の
利
活
用

を
進
め
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
零

細
事
業
所
も
含
め
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
畳
・
窓
の

取
り
替
え
な
ど
、
小
さ
な

リ
フ
ォ
ー
ム
も
幅
広
く
対

象
に
し
、
助
成
限
度
額
も

引
き
上
げ
が
必
要
。ま
た
、

下
水
道
の
水
洗
便
所
改
造

資
金
利
子
補
助
制
度
と
併

用
す
れ
ば
、
水
洗
化
促
進

の
相
乗
効
果
も
う
ま
れ
る
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　
工
事
損
害

補
償
に
つ

い
て
、12
月
議
会
で
、「
町

と
し
て
副
町
長
を
ト
ッ
プ

に
一
級
建
築
士
の
専
門
家

で
支
援
体
制
を
と
ら
れ
て

は
」
と
提
案
し
た
が
さ
れ

な
か
っ
た
。
結
果
、
合
意

案
件
が
な
い
。
再
度
、
支

援
体
制
と
地
元
対
策
委
員

会
へ
の
支
援
費
は
。

池
田

北
条
川
放
水
路

地
元
支
援
の
体
制
は

答「
担
当
を
専
任
」

放水路左岸に見える弓原浜地区

議会だより北栄 32号
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長谷川　昭二

池田　捷昭

住宅リフォーム

答「水洗化利子補助の併用も」
範囲と助成の拡大

生活・環境



　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
幼

保
一
元
化
を

始
め
、
保
護
者
が
安
心
安
全

に
子
ど
も
を
産
み
健
康
に
育

て
ら
れ
る
環
境
の
支
援
体
制

整
備
を
進
め
る
。

　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
１
市
４

町
で
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
提
案
し
て
い
る
。
事
業
実

施
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間

事
業
者
へ
の
委
託
を
考
え
て

い
る
。
保
育
料
無
料
化
は
考

え
て
い
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
度

に
婚
活
支
援

事
業
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
た
が
、
特
に
女
性

の
参
加
が
少
な
く
、
成
婚
に

至
ら
な
か
っ
た
。
１
市
４
町

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
な

か
で
取
り
組
み
た
い
。
事
業

実
施
に
あ
た
っ
て
は
民
間
事

業
者
へ
の
委
託
が
効
果
的
だ

と
考
え
る
。

町
長

　
実
績
の
あ
る
琴
浦
町
農
業

委
員
会
や
婚
活
支
援
団
体

「
マ
ド
ン
ナ
」
と
の
意
見
交

換
会
も
行
っ
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
や
す

い
よ
う
に
農
業
青
年
を
後
押

し
し
た
い
。

農
業
委
員
会
長

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
平
成
26
年

度
か
ら
国

は
、
結
婚
か
ら
子
育
て
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

条
件
に
自
治
体
の
少
子
化

対
策
を
後
押
し
す
る
。

　
数
年
前
に
婚
活
支
援
事

業
を
廃
止
し
た
本
町
の
そ

の
後
の
少
子
化
対
策
は
。

　
中
部
広
域
連
合
の
対
応

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
町

が
中
心
と
な
り
本
気
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
少
子
化

は
さ
ら
に
進
む
。
若
桜
町

で
は
保
育
料
完
全
無
料
化

方
針
、
本
町
の
考
え
は
。

飯
田

少子化対策

答「支援体制を整備」
本気で取り組みを

　
　
　
　
　
　
独
身
の
農

業
青
年
も

多
く
、
き
っ
か
け
の
場
を

提
供
し
、
幸
せ
な
家
庭
を

も
て
る
よ
う
後
押
し
し
て

は
ど
う
か
。

　
平
成
23
年
に
事
業
仕
分

け
で
、
町
の
事
業
と
し
て

は
「
不
要
」
と
判
断
さ
れ

た
が
、
家
族
は
大
変
心
配

さ
れ
て
い
る
。

　
町
の
婚
活
事
業
に
つ
い

て
、
今
後
の
方
針
は
。

森
本

婚
活
事
業

き
っ
か
け
の
場
の
提
供

答「
民
間
事
業
者
へ
委
託
」

答「
農
業
青
年
を
後
押
し
」

森本　真理子

飯田　正征

新規就農の幸せカップル
議会だより北栄 32号
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少子化

子
ど
も
の
携
帯
電
話

利
用
状
況
と
指
導
方
針
は

答「
親
子
で
使
用
ル
ー
ル
を
」

　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
教
育

委
員
会
は
、

市
町
村
の
主
体
的
な
土
曜
日

授
業
実
施
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

子
ど
も
た
ち
の
、
教
育
環
境

の
充
実
を
図
り
た
い
と
し
て

い
る
。

　
町
の
実
情
に
合
っ
た
方
法

で
取
り
組
む
こ
と
を
検
討
す

る
よ
う
、
教
育
委
員
会
に
要

請
し
て
い
る
。

町
長

　
実
施
す
る
か
ど
う
か
は
、

慎
重
に
検
討
を
重
ね
る
必
要

が
あ
る
。
本
町
の
子
ど
も
た

ち
の
土
曜
日
を
含
め
た
豊
か

な
教
育
環
境
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
保
護
者
や
学
校
教
職

員
の
意
見
を
聞
き
、
社
会
教

育
関
係
者
と
の
協
議
を
し
て

い
く
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
本

当
に
意
義
の
あ
る
も
の
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
委
員
長

教
育
委
員
長

町
政
こ
こ
を
問
う

　
調
査
結
果
よ
り
小
学
生

35
・
６
％
、中
学
生
41
・
２
％

が
所
有
。
親
と
の
連
絡
手
段

や
友
達
と
電
話
や
メ
ー
ル
、

カ
メ
ラ
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

る
。使
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、

家
族
と
の
約
束
を
守
っ
て
い

る
か
の
問
に
対
し
、
小
学
生

84
・
７
％
、中
学
生
75
・
４
％

が
守
っ
て
い
る
。
教
育
委
員

会
、
学
校
と
も
指
導
方
針
と

　
　
　
　
　
　
国
は
、
学

力
向
上
や

地
域
と
学
校
の
つ
な
が
り

強
化
を
狙
い
、
平
成
26
年

度
か
ら
３
年
間
で
全
公
立

校
で
の
土
曜
日
授
業
を
目

指
す
た
め
、
実
施
校
に
補

助
制
度
を
設
け
る
。
鳥
取

県
も
単
独
支
援
も
行
い
応

援
す
る
方
針
。
土
曜
日
授

業
は
必
要
と
考
え
る
。
本

町
も
先
進
地
を
参
考
に
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
。

飯
田

　
　
　
　
　
　
去
る
1
月

31
日
に
は
、

米
子
市
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
が
、「
ケ
ー
タ
イ
を
持

た
せ
ま
せ
ん
」
と
す
る
緊

急
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
た
。

　
本
町
も
見
習
う
べ
き
だ

と
思
う
が
、
本
町
に
お
け

る
子
ど
も
た
ち
の
携
帯
電

話
の
利
用
状
況
と
そ
の
使

用
に
つ
い
て
の
指
導
方
針

は
。
ま
た
、
そ
の
指
導
方

針
を
、
保
護
者
、
地
域
な

ど
へ
ど
の
よ
う
に
啓
発
し

て
い
く
の
か
。

津
川

し
て
、
不
要
で
あ
り
持
込
み

を
し
な
い
よ
う
、
親
子
で
使

用
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
も
ら

う
。
こ
ど
も
園
、
保
育
所
、

小
中
学
校
の
保
護
者
を
対
象

に
同
じ
講
師
で
研
修
会
を
実

施
し
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
予
定
。
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教育

飯田　正征

津川　俊仁

土曜日授業

答「教育委員会に検討要請」
答「慎重に検討が必要」

早急に実施を



大
栄
中
プ
ー
ル

早
期
に「
50
ｍ
」で

答「
当
面
は
補
修
」

答「
改
築
が
適
当
」　

過
去
3
カ
年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
改
築
要
望
が
あ
っ
た
が
、

少
な
い
利
用
実
績
や
水
泳
部

が
な
い
こ
と
、
多
額
の
改
築

費
用
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
町

当
局
へ
積
極
的
な
改
築
要
求

を
せ
ず
、
現
状
維
持
と
し
て

き
た
。

　
今
回
の
一
般
質
問
を
機
会

に
、
委
員
会
で
あ
ら
た
め
て

協
議
し
た
結
果
、
今
後
、
改

築
に
よ
る
整
備
が
適
当
で
あ

る
と
の
結
論
に
達
し
た
の
で
、

町
長
と
協
議
を
進
め
た
い
。

教
育
委
員
長

　
い
じ
め
ら
れ
る
側
も
悪
い

と
考
え
る
人
は
残
念
な
が
ら

い
る
。
で
も
私
は
い
じ
め
ら

れ
る
側
は
絶
対
に
悪
く
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

出
前
授
業
が
あ
る
な
ら
検
討

す
る
。 教

育
委
員
長

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
昨
年
９
月

「
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法
」
が
施

行
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は

道
徳
教
育
な
ど
の
充
実
を

施
策
と
し
て
上
げ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
東
京
の
弁

護
士
会
が
平
成
20
年
か
ら

行
っ
て
い
る
「
い
じ
め
予

防
の
出
前
授
業
」
を
紹
介

し
、
北
栄
町
で
も
取
り
入

れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

内
容
は
、
い
じ
め
ら
れ
る

側
に
も
問
題
が
あ
る
と
す

る
考
え
方
は
間
違
い
で
、

ま
っ
た
く
悪
く
な
い
と
す

る
授
業
で
あ
る
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　
大
栄
中
学

校
の
水
泳

プ
ー
ル
は
、
築
46
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
進
み
、

維
持
管
理
が
限
界
に
達
し

て
い
る
。こ
の
プ
ー
ル
は
、

中
部
地
区
で
唯
一
無
二
の

日
本
水
連
公
認
の
50
ｍ

プ
ー
ル
で
あ
り
、
も
し
25

ｍ
で
改
築
さ
れ
れ
ば
、
中

部
地
区
か
ら
世
界
に
羽
ば

た
く
水
泳
選
手
育
成
の
灯

火
が
消
滅
す
る
。

　
早
期
に
「
50
ｍ
」
で
の

改
築
を
、
決
断
す
べ
き
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

田
中

　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会

と
相
談
し
な

が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
た

い
。 町

長

　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

の
改
築
要
望

で
、現
状
は
承
知
し
て
い
る
。

そ
の
都
度
、
教
育
委
員
会
と

協
議
し
た
が
、
年
間
90
日
の

利
用
実
績
に
対
し
、
改
築
費

用
約
1
億
5
千
万
円
は
、
費

用
対
効
果
の
面
で
躊
躇
し
て

き
た
。
当
面
は
、
補
修
で
対

応
し
、
様
子
を
見
た
い
。
し

か
し
、
耐
震
性
や
耐
用
年
数

を
超
え
、
改
修
整
備
を
考
え

る
時
期
に
来
て
い
る
。
適
切

な
プ
ー
ル
の
あ
り
方
、
整
備

の
方
針
を
考
え
た
い
。

町
長

いじめ対策

答「教育委員会と協議」
答「検討する」

予防の出前授業

斉尾　智弘

田中　精一

湖南市での「いじめサミット」

議会だより北栄 32号
2014/5月発行 20

教育

　
文
書
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
適
正
な
評
価
や
働
き
が

い
に
つ
な
が
り
、
仕
事
や
社

会
に
自
信
を
持
っ
て
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
良

い
効
果
が
表
れ
て
い
る
。
今

後
と
も
女
性
の
社
会
参
画
を

促
す
家
族
経
営
協
定
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

農
業
委
員
会
長

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 32号
2014/5月発行21

農業

家
族
経
営
協
定

明
る
い
家
庭
の
ヒ
ン
ト

答「
今
後
も
推
進
す
る
」

答「
文
書
化
で
効
果
あ
り
」

　
　
　
　
　
　
耕
作
放
棄
地

は
現
在
85
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
な
っ
て
お
り
、

年
々
ふ
え
て
い
る
が
、
農
業

委
員
会
で
必
要
な
指
導
や
意

向
調
査
も
や
っ
て
い
る
。
新

し
く
で
き
る
農
地
中
間
管
理

機
構
に
よ
る
、
利
用
の
促
進

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
農
業
者
向
け
の
農

地
・
水
・
プ
ラ
ン
が
創
設
さ

れ
、
条
例
を
作
ら
な
く
て
も

現
行
の
対
策
や
政
策
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
農
家
の
方
に

は
、
我
が
家

の
農
業
を
見
直
す
手
段
と
し

て
、
家
族
経
営
協
定
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
希

薄
に
な
り
が
ち
な
家
族
関
係

の
中
で
、
こ
の
協
定
は
、
家

族
で
話
し
合
う
機
会
を
増
や

し
て
い
く
一
つ
の
方
法
で
あ

る
。
北
栄
町
で
は
、
１
０
０

戸
、
そ
の
う
ち
女
性
が
含
ま

れ
る
協
定
を
結
ば
れ
て
い
る

農
家
は
87
戸
。
今
後
と
も
推

進
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
北
栄
町
で

は
、
年
々

遊
休
農
地
が
増
え
て
き
て

い
る
。
今
後
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
が
促
進
さ
れ
る

が
、
耕
作
に
適
さ
な
い
農

地
は
作
り
手
が
見
つ
か
ら

ず
、
遊
休
農
地
と
な
る
。

そ
う
い
う
農
地
は
管
理
さ

れ
ず
、
雑
草
が
繁
茂
し
、

隣
地
に
迷
惑
を
か
け
る

ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い

る
。
条
例
を
制
定
し
農
地

の
保
全
を
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　
家
族
経
営

協
定
を
締

結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経

営
方
針
や
営
農
計
画
、
働

き
や
す
い
就
業
条
件
を
家

族
全
員
で
話
し
合
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
女
性
の
社
会
参
画
を
後

押
し
し
、
後
継
者
も
経
営

に
参
画
し
、
明
る
い
家
庭

を
築
く
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

森
本

斉尾　智弘

森本　真理子

遊休農地

答「政策で対応」
条例で保全すべき

農業委員で耕作する六尾の遊休農地

らっきょうの根切り作業



　
農
業
を
10
年
以
上
継
続
し

て
や
ろ
う
と
い
う
意
思
の
あ

る
人
は
、
規
模
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
農
業
の
担
い
手
で
あ

る
。
小
規
模
農
家
も
地
域
の

農
業
や
農
地
を
守
り
、
活
か

す
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

農
業
委
員
会
長

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 32号
2014/5月発行 22

農業

農
業
振
興
計
画

小
規
模
の
位
置
づ
け

答「
規
模
に
関
わ
ら
ず
助
成
」

答「
農
業
の
担
い
手
」

　
　
　
　
　
　
❶
担
い
手

が
不
足
し

て
い
る
現
在
、
新
規
就
農

者
を
啓
発
、
確
保
し
育
成

す
る
た
め
に
、
様
々
な
支

援
を
し
て
地
域
と
の
つ
な

が
り
交
流
〈
地
域
サ
ポ
ー

ト
〉
で
支
え
あ
い
な
が
ら

就
農
者
を
育
て
て
行
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

❷
北
条
砂
丘
活
性
化
プ
ラ

ン
で
、
夢
と
希
望
の
持
て

る
農
業
を
目
指
し
て
、
昨

年
か
ら
取
り
組
み
さ
れ

て
、
一
年
経
過
し
た
。
計

画
と
実
施
、更
に
成
果
は
。

宮
本

　
　
　
　
　
　
高
齢
者
や

退
職
後
の

就
農
者
な
ど
小
規
模
で

も
、
誰
で
も
農
業
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
を
す

る
こ
と
で
地
域
全
体
の
農

業
の
維
持
発
展
が
で
き

る
。
農
業
振
興
基
本
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
農
業

の
担
い
手
と
し
て
小
規
模

農
家
を
ど
う
位
置
づ
け
る

の
か
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　
農
地
の
維
持
、

管
理
な
ど
の

た
め
小
規
模
農
家
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
小
規
模
農
家
の
方
々
が
地

域
の
農
地
は
地
域
で
守
っ
て

行
こ
う
と
さ
れ
る
活
動
を
促

進
し
て
行
き
た
い
。

町
長

農業担い手の育成

答「交流の場の確保」
就農者のサポートは

宮本　幸美

長谷川　昭二

　
　
　
　
　
　
❶
新
規
就
農

者
の
地
域
と

の
つ
な
が
り
、
交
流
は
、
不

安
の
大
き
い
就
農
者
に
と
っ

て
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い

る
。
営
農
サ
ポ
ー
ト
事
業
で

企
画
す
る
就
農
者
同
士
の
会

や
地
域
で
積
極
的
に
話
し
合

え
る
機
会
を
作
り
、
交
流
の

場
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
。

❷
プ
ラ
ン
で
は
、
５
年
間
で

耕
作
放
棄
地
を
８
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
減
少
が
目
標
。ま
た
、

主
要
品
目
の
栽
培
面
積
の
増

加
を
目
標
に
掲
げ
、
Ｊ
Ａ
生

産
部
、
県
、
農
業
改
良
普
及

所
な
ど
と
連
携
し
て
、
北
条

砂
丘
地
農
業
の
活
性
化
に
努

め
て
い
る
。

町
長
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追跡

【平成24年12月定例会】
　【石丸】交通量も多く、危険な六尾地内県道の歩道を、

早急に整備すべき
　　　 �用地買収が出来ないため、未整備区間となって

いるが、県土整備局などと協議を重ねている。
答

平成26年３月20日条例可決　７月１日　施行

「北栄町空き家等の適正管理
 及び有効活用に関する条例」 （危険な工場跡）

六尾県道の歩道整備

空き家対策

歩道整備

【平成24年６月定例会】 【長谷川】火災後の建物が放置され危険。町条例を整備して対処を。
　 危険家屋の現状を把握し、条例制定の必要性を判断したい。答

【飯田】空き家が急増し、環境面・防犯上の危険もある。条例を制定し、対処すべき。
　 先進地を参考に、条例制定に向け検討する。答【平成24年12月定例会】

【飯田】「先進地を参考に、条例制定に向け検討する」とのことだったが、進捗状況は。
　 視察も行い、庁内関係課での協議も重ねている。３月議会に上程したい。答【平成25年９月定例会】

【田中】町内では「危険空き家屋」の放置問題が深刻化している。どうするのか。
　 ３月定例会で行政代執行の規定を盛り込んだ条例案を提案する。答【平成25年12月定例会】

（平成26年３月完成）

あの質問はどうなった?



松本　蓮
れん

さん（田井）※中央
❶文化祭の合唱でグランプリを受賞したこと。
❷勉強

石賀　梨
り

那
な

さん（曲）※左から３人目
❶文化祭
❷卓球
❸水田で稲を作ってほしい。
❹自然がいっぱいでよい。人間関係が良い。（助け合
い、つながり）

❺今までに感謝、これからもよろしく。

第４弾!!突撃!
まちかど
アポなし インタビュー

～次代を担う子どもたち～

北条・大栄　中学校卒業式3
11

インタビュー項目
❶学校生活の思い出は
❷今、頑張っていることは
❸町に望むことは
❹北栄町の好きなところは
❺家族に一言

牧田　禎
さち

子
こ

さん（国坂）
❶文化祭
❷勉強
❸楽しい町に。

❹風車がいい。
❺今までありがとう。（感
謝）

加藤　玄
ひろ

将
ゆ き

さん（江北）※中央
❶学校生活が楽しかった。
❷柔道
❸もっと明るく。（人口
増で）

❹山が見えるのが良い。
❺今後もよろしく。
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小谷　知
ち

佳
か

さん（六尾）※左から２人目
❶３年生の文化祭
❷ドラム
❹地域がやさしい。
❺今まで育ててくれてありがとう。これからもよろ
しく。

小谷　由
ゆ

佳
か

さん（六尾）※右から２人目
❶修学旅行で東京ディズニーランドに行ったこと。
❷絵を描くこと。
❹コナン、青山剛昌ふるさと館
❺県外に行くけど、これからもよろしく。

山枡　大
たい

笑
しょう

さん（由良宿２区）
❶修学旅行
❷英語
❹きれいな町
❺これからもよろしく。

遠藤　美
み

柚
ゆ

さん（由良宿４区）
❶修学旅行
❷英語
❹空気がきれい。
❺今までありがとう。これからもよろしく。

朝倉　妙
たえ

さん（由良宿７区）
❶部活動（陸上・駅伝）
❷数学
❸遊ぶところを作ってほしい。
❺どうもありがとう。

吉村　星
せい

良
ら

さん（由良宿１区）
❶修学旅行・文化祭
❷ピアノ
❸もっと活気を。

❹空気がきれい。
❺これからもよろしく。

議会だより北栄 32号
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永田　陸
りく

さん（東園）
❶修学旅行
❷勉強
❸家の周りの街路灯を多くしてほしい。
❹緑が豊かなところ。
❺高校でも苦労やお金がかかるけど、がんばってく
ださい。

河本　希
で あ い

望さん（大谷）
❶駅伝
❷陸上
❹西瓜がいっぱいあるところ。
❺ 15年間支えてくれてありがとう。

梅津　菜
な

愛
み

さん（大谷）
❶修学旅行　　　　※左から２人目
❷勉強
❹農業が盛んなところ。
❺ありがとう。

濵本　有
ゆ

稀
き

さん（大谷）
❶修学旅行
❷勉強
❹西瓜がおいしい。
❺高校でもよろしく。

澤田　里
り

愛
あ

さん（下種）
❶みんなで行った修学旅行
❷勉強と部活
❸不登校の人でも学校に来られるような町に。
❹緑や素晴らしい環境。
❺ 15年間いろいろ迷惑かけましたが、これからもよ
ろしくお願いします。ありがとうございました。
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道祖尾　太
たい

智
ち

さん（由良宿４区） 井川　愛
ま な

さん（由良宿７区）
❶クラスが楽しかった。
修学旅行や船上山に
行ったこと。

❷そろばん
❸みんなが楽し
く住める。

❹おいしいもの
がたくさんあ
る。（スイカ、
長芋）

❺ 今までありがとう。
これからもよろしく。

❶ 修学旅行や、みろく
の里に行ったこと。

❷勉強

❹海と山と自然がいっ
ぱいあるところ。

❺今までありがとう。

山根　尚
なお

幸
ゆ き

さん（曲） 中西　由
ゆ い

乃さん（弓原）※右から１人目
❶広島への修学旅行
❷バドミントン
❸町の人がやさしいこと。

❹自然がいっぱいある
こと。

❺６年間ありがとう。

❶水泳大会
❷水泳
❸ 子どもたち
に活気があ
るように。
（父親）

❹子どもが元
気であるこ
と。（父親）

❺ 12年間ありがとうご
ざいました。

中原　麻
ま

歩
ほ

さん（六尾）
❶ 修学旅行で「みろく
の里」に行ったこと。

❷ドッジボール
❸洋服の店がほしい。

❹田舎でのどか
❺これからもがんばり
ます。

前田　統
とう

真
ま

さん（妻波）
❶運動会の組体操
❷サッカー
❸買い物するところがほ
しい。

❹のんびりできるとこ
ろ。

❺これからもよろしく。

～次代を担う子どもたち～

北条・大栄　小学校卒業式3
19

インタビュー項目
❶学校生活の思い出は
❷今、頑張っていることは
❸町に望むことは
❹北栄町の好きなところは
❺家族に一言
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松樹庵（八十八体石佛）（国坂）「本陣」名残の庭園松（由良宿2区）
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表
紙
写
真

　

北
条
小
学
校
入
学
式

「
不
安
？
で
も
大
丈
夫
」

�

４
月
９
日
撮
影　

　

♬
「
仰
げ
ば
尊
し
わ
が
師
の
恩

…
」
今
は
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、

50
代
の
方
な
ら
よ
く
ご
存
じ
卒
業

式
の
定
番
ソ
ン
グ
「
仰
げ
ば
尊
し
」

の
出
だ
し
部
分
で
あ
る
。
当
時
は

意
味
が
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
は
師
匠
を
持
つ
こ
と
の
す
ご

さ
、す
ば
ら
し
さ
が
よ
く
わ
か
る
。

一
生
を
通
じ
て
師
と
仰
ぐ
人
と
出

会
え
た
人
は
幸
福
だ
。
そ
れ
だ
け

で
人
生
の
勝
利
者
だ
。

　

３
月
卒
業
（
園
）。
巣
立
ち
を

迎
え
た
子
ど
も
た
ち
の
、
新
た
な

良
き
出
会
い
が
訪
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
。
社
会
の
柱
と
な
る

べ
き
子
ら
の
幸
福
を
願
う
の
み
。

�

斉
尾　

智
弘

編

後
集

記

発
行
責
任
者

　

議　

長　

井
上
信
一
郎

編
集

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

宮
本　

幸
美

　
副
委
員
長　

斉
尾　

智
弘

　
　
　
　
　

油
本　

朋
也

　
　
　
　
　

森
本
真
理
子

　
　
　
　
　

田
中　

精
一

　
　
　
　
　

浜
本　

武
代

知っとんなる？こんな北栄

議
会
だ
よ
り北
栄

　

松
樹
庵
（
し
ょ
う
じ
ゅ
あ
ん
）
に
は
、
本
尊

薬
師
如
来
を
初
め
、
観
世
音
菩
薩
、
多
聞
天
、

不
動
明
王
、
弘
法
大
師
の
像
が
祀
ら
れ
、
新
四

国
88
カ
所
霊
場
第
30
番
の
札
所
。
石
像
88
体
は

四
国
88
カ
所
霊
場
を
勧
請
し
て
安
置
し
た
も
の
。

　

江
戸
末
期
に
開
戦
し
た
戊
辰
（
ぼ
し
ん
）
戦

争
で
、
山
陰
道
鎮
撫
総
督
（
さ
ん
い
ん
ど
う
ち

ん
ぶ
そ
う
と
く
）
と
し
て
山
陰
地
方
に
転
戦
し

た
元
老
・
西
園
寺
公
望（
さ
い
お
ん
じ
き
ん
も
ち
）

公
（
後
の
明
治
時
代
に
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
。）

が
、
由
良
の
地
を
訪
れ
た
際
、
佐
伯
宅
（
現
在

の
佐
伯
酒
店
）
を
本
陣
と
し
て
宿
泊
し
た
。　

　

当
時
の
家
屋
は
す
で
に
建
て
替
え
ら
れ
、
今

で
は
玄
関
横
の
庭
園
松
が
、
往
時
の
名
残
を
留

め
て
い
る
。

双子 ちゃんかわいい
森本　智

ち

恵
え

ちゃん・優
ゆ

恵
え

ちゃん
（２歳・大谷）（左） （右）

池本　心
み

桜
お

ちゃん・心
み

優
ゆ

ちゃん
（４歳・東高尾）（左） （右）

　アンパンマンが大好きです。音楽に合わせて踊
るようになりました。最近、パパ、ママと言える
ようになりました。のびのびと元気よく、いい所
を伸ばしてあげたいと思います。４世代８人家族
です。もうすぐ、お姉ちゃんになります。

　お絵かきやお料理のお手伝い、ままごとが二人
とも好きです。大誠こども園に移りましたが友達
ができて喜んでいます。早寝早起き、よく食べよ
く寝て、「自由奔放」に育ってほしいと思います。
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